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令和６年度第６回庁議提案 審議・報告・その他 

                      提 出 日：令和６年６月２７日 

                      担当部・課：復興企画部政策企画課〔内線４２１５〕 

① 件  名 

学校法人根津育英会武蔵学園との包括連携協定の締結について 

② 施策等を必要とする背景及び目的（理由） 

【背景】 

令和５年５月に、地方公共団体がＤＸを推進していかなければならない背景やユーザー視点での

業務改革とデジタル技術やデータ活用の実践の重要性等に関して、総務省「地方自治体のデジタル

トランスフォーメーション推進に係る検討会」座長である武蔵大学社会学部メディア社会学科の庄

司昌彦教授を講師に迎え、幹部職員等向けの「ＤＸ推進に関する講演会」を実施した。 

こうした取組を契機として、ＤＸやデータ利活用の一層の推進を図るため、庄司教授が副所長を

務める武蔵学園データサイエンス研究所（以下「研究所」という。）に包括連携協定の締結を申し入

れ、連携内容について協議を行ってきた。 

【目的】 

先般、協議が調ったことから、相互の資源及び研究成果等の交流を促進し、活力ある地域社会の

創造、相互の発展に資することを目的に、研究所を設置する学校法人根津育英会武蔵学園と包括連

携協定を締結するもの。 

③ 根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

【根拠法令】 

【〔総合計画との整合性 総合計画の位置付け：有・無〕 又は 〔個別計画との整合性〕】 

④ 提案に至るまでの経過（市民参加の有無とその内容を含む。） 

令和５年５月         庄司教授による「ＤＸ推進に関する講演会」の実施 

令和５年１１月～令和６年５月 連携事項等に関する協議 

令和６年４月         庄司教授が石巻市ＤＸ推進アドバイザーに就任 

⑤ 主な内容 

１ 連携事項 

(1）自治体業務の変革とデジタル技術の活用に関すること。 

（2）データの利活用に関すること。 

（3）社会課題に対応できる石巻市立中高生の育成に関すること。 

（4）その他相互に必要と認める分野に関すること。 

２ 協定締結期間 協定締結の日から２年間（以後１年ごとの自動更新）とする。 

⑥ 実施した場合の影響・効果（財源措置及び複数年のコスト計算を含む。） 

【影響・効果】 

協定締結により、相互の資源及び研究成果等の交流を促進し、活力ある地域社会の創造及び相互

の発展が図られる。 

 具体的な取組として、本市がホームページで公開する統計書を実証の場として、研究所が有する

知見を踏まえた提言を受けながら、他の自治体にも参考としていただけるような、オープンデータ

の推進に関する有効な方策を検討していく。 

 また、デジタルに関する知識と技能の習得・向上に向けた取組を推進している石巻市立桜坂高等

学校の生徒が、デジタルに関する知識や技能に触れる機会、そして、将来の進路選択の視野を広げ

ることができるような公開講座を研究所に開催いただく。 

⑦ 他の自治体の政策との比較検討 

他の自治体において同学園とＤＸやデータ利活用の推進等を目的とする協定締結事例はなし 

⑧ 今後の予定及び施行予定年月日 

令和６年７月１８日 庄司教授による「ＳＮＳを活用した情報発信に関する講演会」の実施 

令和６年７月１９日 包括連携協定締結式 

締結式後、幹部職員と庄司教授によるＤＸ推進に関する意見交換会を実施 

⑨ その他 
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